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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向の長さが、太陽光モジュールの並び方向の長さよりも短く、前記並び方向にお
いて隣接する他の固定装置と離間して配置されるラック部材と、
　前記ラック部材に当接する第１底部、前記第１底部と対向する一対の支持部、並びに、
前記第１底部及び前記一対の支持部の間を連続する一対の第１側壁部を備える支持部材と
、
　前記第１底部に当接する第２底部、並びに、前記第２底部と直交し、隣接する太陽光モ
ジュールのそれぞれと当接し、前記一対の支持部の間から突出する先端部、及び、外方へ
曲折する折り曲げ部を中央部に有する第２側壁部を備えるアース部材と、
　前記第２底部に当接する第１板部、前記第１板部と直交し、隣接する太陽光モジュール
の間に延びる第２板部、及び、前記第２板部と直交し、隣接する前記太陽光モジュールの
一部を覆う第３板部を備える押さえ部材と、
　前記支持部材、前記アース部材及び前記押さえ部材を前記ラック部材に一体に固定する
前記ラック部材に直交するボルトと、
を備える固定装置。
【請求項２】
　前記第２側壁部は、前記第２底部を介して互いに対向することを特徴とする請求項１に
記載の固定装置。
【請求項３】
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　前記アース部材の棟側に形成される先端部の先端角度は、鈍角に形成されることを特徴
とする請求項１に記載の固定装置。
【請求項４】
　前記アース部材は、前記第１底部に当接する突起部を備えていることを特徴とする請求
項１に記載の固定装置。
【請求項５】
　前記ラック部材は、前記ボルトのヘッド部と当接し、前記ヘッド部の上方向の移動を規
制する規制部を備えることを特徴とする請求項１に記載の固定装置。
【請求項６】
　前記規制部には、前記ボルトの前記規制部と平行の移動を規制する止め部が設けられて
いることを特徴とする請求項５に記載の固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の太陽光モジュールを設置するための固定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家屋の屋根に複数設置した太陽光モジュールを用いて発電する太陽光発電システムが知
られている。このような太陽光発電システムに用いられる複数の太陽光モジュールを屋根
に設置する技術として、例えば、傾斜方向に沿って屋根に固定された並行な２本のラック
部材上に配置された太陽光モジュールを複数の固定具によりラック部材に固定する技術が
知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、このラック部材は、複数の太陽光モジュールを配置可能な長さを有して
いるため、太陽光発電システムを設置することで屋根に加わる重量を増加させる要因とな
っている。そこで、隣り合う太陽光モジュールのフレームを支持できる長さのラック部材
を複数設けることで、重量を低減する技術も考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１９６０２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のラック部材は、以下の問題があった。複数の太陽光モジュールを
配置可能な長さを有するラック部材を用いる場合においては、複数の太陽光モジュールが
共通のラック部材に支持されることから、複数のアースをとる場合には、ラック部材及び
複数の太陽光モジュールのフレームを導通させればよい。しかし、重量を低減するために
短くし、そして複数設けることで、隣り合う太陽光モジュールを支持する上記のラック部
材では、太陽光モジュールを導通させるための部材を別途設ける必要がある。このため、
重量の低減のために上記のラック部材を用いるときには、アースをとるための部品を施工
する工程が必要となるため、施工性の低下を招いている。
【０００６】
　そこで本発明は、容易にアースをとることができる固定装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決し目的を達成するために、本発明の固定装置は次のように構成されてい
る。
【０００８】
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　本発明の一態様として、固定装置は、長手方向の長さが、太陽光モジュールの並び方向
の長さよりも短く、前記並び方向において隣接する他の固定装置と離間して配置されるラ
ック部材と、前記ラック部材に当接する第１底部、前記第１底部と対向する一対の支持部
、並びに、前記第１底部及び前記一対の支持部の間を連続する一対の第１側壁部を備える
支持部材と、前記第１底部に当接する第２底部、並びに、前記第２底部と直交し、隣接す
る太陽光モジュールのそれぞれと当接し、前記一対の支持部の間から突出する先端部、及
び、外方へ曲折する折り曲げ部を中央部に有する第２側壁部を備えるアース部材と、前記
第２底部に当接する第１板部、前記第１板部と直交し、隣接する太陽光モジュールの間に
延びる第２板部、及び、前記第２板部と直交し、隣接する前記太陽光モジュールの一部を
覆う第３板部を備える押さえ部材と、前記支持部材、前記アース部材及び前記押さえ部材
を前記ラック部材に一体に固定する前記ラック部材に直交するボルトと、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、容易にアースをとることができる固定装置を提供することが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る固定装置を用いた太陽光発電システムの構成を示
す分解斜視図。
【図２】同固定装置の構成を示す斜視図。
【図３】同固定装置の構成を図１中のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面で示す断面図。
【図４】同太陽光発電システムの太陽光モジュール及び同固定装置の構成を示す断面図。
【図５】同固定装置の要部構成を示す側面図。
【図６】同固定装置の要部構成を示す平面図。
【図７】同固定装置の要部構成を示す側面図。
【図８】同固定装置に太陽光モジュールを設置する断面図。
【図９】同固定装置に太陽光モジュールを設置する断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態に係る固定装置１を用いた太陽光発電システム２００につい
て、図１乃至図７を用いて説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る固定装置１を用いた太陽光発電システム２００
の構成を示す分解斜視図である。図２は、固定装置１の構成を示す斜視図である。図３は
、固定装置１の構成を図１中のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面で示す断面図である。図４は、太陽
光発電システム２００の太陽光モジュール１００及び固定装置１の構成を図３と異なる方
向から見た構成を示す断面図である。図５は、固定装置１に用いられるアース部材２３の
構成を示す側面図である。図６は、固定装置１に用いられるアース部材２３の構成を示す
平面図である。図７は、固定装置１に用いられるアース部材２３を図５とは異なる方向か
ら見た構成を示す側面図である。
【００１３】
　太陽光発電システム２００は、複数の太陽光モジュール１００と、複数の固定装置１と
、複数の軒側固定装置２と、複数の化粧板３と、を備える。図１に示すように、太陽光発
電システム２００は、例えば、家屋の屋根３００に設置される。太陽光発電システム２０
０は、複数の固定装置１及び軒側固定装置２により、太陽光モジュール１００が屋根３０
０の傾斜方向及び傾斜方向と直交する方向に複数設置されることで構成される。また、太
陽光発電システム２００は、太陽光モジュール１００に接続された変圧器や蓄電池等を備
える。
【００１４】
　太陽光モジュール１００は、矩形状の太陽光パネル１１０と、太陽光パネル１１０の外
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周縁に設けられたフレーム１２０と、を備える。太陽光パネル１１０は、太陽電池素子に
より構成された複数のセル１１１を板状に一体に固定して構成される。
【００１５】
　図３に示すように、フレーム１２０は、太陽光パネル１１０の周縁部を支持する。フレ
ーム１２０は、図３に示すように、上面部１２１と、側面部１２２と、下面部１２３と、
を有する。フレーム１２０は、太陽光パネル１１０の厚さよりも厚く構成される。また、
フレーム１２０は、導電性の高い金属材料より構成される基材の腐食を防ぐためにメッキ
処理が施されている。
【００１６】
　上面部１２１は、太陽光パネル１１０の上面、側面及び下面の周縁を囲むことで、太陽
光パネル１１０を支持する。
【００１７】
　側面部１２２は、上面部１２１の太陽光パネル１１０の縁側に位置する一方の端部から
上面部１２１に直交する方向に延設される。側面部１２２は、太陽光パネル１１０の側面
を覆う。下面部１２３は、側面部１２２の他方の端部から側面部１２２に直交する方向に
延設される。下面部１２３は、上面部１２１に対向する位置で上面部１２１に平行に構成
される。
【００１８】
　固定装置１は、隣り合う太陽光モジュール１００の間に設けられる。固定装置１は、複
数の他の固定装置１及び複数の軒側固定装置２とともに、太陽光モジュール１００を屋根
３００上に固定可能に構成される。複数の固定装置１は、屋根３００上の軒及び棟方向に
隣接する太陽光モジュール１００の間、及び、棟側に配置される太陽光モジュール１００
のフレーム１２０の棟側に、屋根３００の傾斜方向に直交する方向に間隔を空けて設置さ
れる。
【００１９】
　固定装置１は、ラック部材１０と、固定具２０と、を備える。例えば、本実施形態にお
いては、ラック部材１０及び固定具２０は、仮止めされている状態で用いられる。ここで
仮止めとは、後述するボルト２４がレール部３２においてスライド可能であって、ラック
部材１０及び固定具２０が一体に組み合わされている状態のことである。
【００２０】
　ラック部材１０は、レール部材３０と、支持部材４０と、を備える。レール部材３０は
、ベース部３１と、レール部３２と、を備えている。ベース部３１は、一方向に長い矩形
の板状に形成される。ベース部３１は、屋根３００にボルトや螺子等の複数の固定部材３
３を用いて固定される。ラック部材１０は、例えば、アルミニウム、ステンレス、鉄等の
導電性の材料により構成され、外面にメッキ加工が施されている。
【００２１】
　ベース部３１は、太陽光モジュール１００の傾斜方向に沿って並べられる。ベース部３
１は、屋根３００の傾斜方向に長く構成される。ベース部３１は、傾斜方向に設置される
他の固定装置１のラック部材１０のベース部３１と離間する長さに構成される。
【００２２】
　レール部３２は、ベース部３１の上面に一体に形成され、ベース部３１の長手方向に沿
って設けられる。レール部３２は、支持部材４０を支持する。レール部３２は、立設部３
４と、規制部３５とを備える。
【００２３】
　立設部３４は、ベース部３１の長手方向に沿って、ベース部３１の短手方向に所定の間
隔を空けて一対設けられる。立設部３４は、ベース部３１の上面から延びる。
【００２４】
　規制部３５は、一対の立設部３４の先端から、立設部３４と直交する方向に突出する部
分である。対向する規制部３５の間には、レール部３２に沿ったスリット３６が構成され
る。スリット３６の幅は、一対の立設部３４の内面間の距離よりも狭く形成される。また
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、規制部３５の一部には、ベース部３１の上面へ向かって突出する止め部３７を有する。
止め部３７は、ベース部３１を屋根３００に固定した状態で、レール部３２の軒側に形成
される。
【００２５】
　支持部材４０は、第１底部４１と、一対の第１側壁部４２と、一対の支持部４３と、を
備える。支持部材４０は、第１底部４１、一対の第１側壁部４２及び一対の支持部４３が
一体に成形される。
【００２６】
　支持部材４０は、レール部３２に配置される。支持部材４０は、フレーム１２０の下面
部１２３の一部を支持する。
【００２７】
　第１底部４１は、一方向に長い平板状に形成される。第１底部４１には、ボルト２４を
挿通可能な第１孔部４１ａが形成される。第１孔部４１ａは、第１底部４１の一方の端部
側に形成される。第１底部４１は、支持部材４０がレール部３２に配置されたときに、第
１孔部４１ａが棟側に配置される。第１底部４１は、レール部３２側の下面に、一対のガ
イド部４４を備える。
【００２８】
　一対のガイド部４４は、第１底部４１と直交する方向に第１底部４１の下面から延びる
突起状の部分である。ガイド部４４は、レール部３２の高さ方向の長さよりも若干短く形
成される。換言すると、ガイド部４４は、レール部３２に支持部材４０が配置されたとき
に、先端がベース部３１の上面と離間する長さに構成される。
【００２９】
　一対のガイド部４４の内面間の距離は、一対のレール部３２の幅方向の距離よりも少し
長く構成される。一対のガイド部４４は、レール部３２に配置された支持部材４０の幅方
向の移動を規制する。
【００３０】
　第１側壁部４２は、第１底部４１に形成される。第１側壁部４２は、第１底部４１の上
面の一対の外縁部にそれぞれ設けられる。第１側壁部４２は、第１底部４１の上面に直交
する方向に延設される。一対の第１側壁部４２の内面間の距離は、押さえ部材２２及びア
ース部材２３を配置可能な長さに構成される。
【００３１】
　第１側壁部４２は、アース線４００を支持部材４０に結束する結束バンド等を固定する
孔部４２ａを有する。また、第１側壁部４２の外面側には、ガイド溝４６が設けられる。
【００３２】
　支持部４３は、一対の第１側壁部４２の先端にそれぞれ形成される。支持部４３は、第
１側壁部４２の延設方向と直交する方向に突出する突起である。支持部４３は、フレーム
１２０の下面部１２３の一部と当接し、太陽光モジュール１００を支持する。支持部４３
は、第１底部４１と平行、且つ、第１側壁部４２の両主面側に突出する板状に構成される
。一対の支持部４３は、対向面に開口部４７を構成する。開口部４７は、一対の支持部４
３の対向方向の幅が固定具２０を挿入可能な幅に構成される。
【００３３】
　固定具２０は、押さえ部材２２と、アース部材２３と、ボルト２４と、を備える。固定
具２０は、レール部３２上に、支持部材４０とともに固定される。固定具２０は、太陽光
モジュール１００の一部を支持する。
【００３４】
　押さえ部材２２は、第１板部６０と、第２板部６１と、第３板部６２と、を備える。押
さえ部材２２は、第１板部６０、第２板部６１及び第３板部６２が一体に成形される。押
さえ部材２２は、一対の第１側壁部の内面間の幅よりも狭い幅を有する。押さえ部材２２
の一部は、支持部材４０の内側に配置される。押さえ部材２２は、支持部材４０とともに
フレーム１２０の一部を支持可能に形成される。
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【００３５】
　第１板部６０は、平板状に形成される。第１板部６０は、支持部材４０の内側に配置さ
れる。第１板部６０は、ボルト２４を挿通可能な第２孔部６０aを有する。
【００３６】
　第２板部６１は、第１板部６０に直交する方向で第１板部６０の上面から一体に延設さ
れる矩形板状の部材である。第２板部６１の長手方向の長さは、第１側壁部４２の高さ方
向の長さよりも長く構成される。第２板部６１は、一方の第１主面６４が太陽光モジュー
ル１００のフレーム１２０の側面部１２２の外面と当接し、他方の第２主面６５が棟側に
配置される太陽光モジュール１００のフレーム１２０の側面部１２２の外面と当接する。
【００３７】
　第３板部６２は、第２板部６１の上端に設けられる。第３板部６２は、第２板部６１の
両主面６４、６５と直交する方向に延びる板状の部材である。第３板部６２は、第１主面
６４及び第２主面６５の上端縁から突出する第１押さえ部６６及び第２押さえ部６７を有
する。
【００３８】
　第１押さえ部６６は、第２板部６１の第１主面６４の上端縁に設けられる。第１押さえ
部６６は、軒側に配置されるフレーム１２０の上面部１２１の一部と対向する下面６８を
有する。
【００３９】
　第２押さえ部６７は、第２板部６１の第２主面６５の上端縁に設けられる。第２押さえ
部６７は、棟側に配置されるフレーム１２０の上面部１２１の一部と対向する下面６９を
有する。
【００４０】
　第１押さえ部６６の下面６８から第１板部６０の上面までの長さは、第２押さえ部６７
の下面６９から第１板部６０の上面までの長さよりも少し短く形成されている。換言する
と、フレーム１２０が支持部材４０の支持部４３の上面４３ａ及び第１押さえ部６６の下
面６８の間に配置され、当該下面６８がフレーム１２０の上面と接触したときに、支持部
材４０の支持部４３の上面４３ａ及び第２押さえ部６７の下面６９の間の距離がフレーム
１２０の上面及び下面間の距離よりも若干大きくなるように、第２押さえ部６７の下面６
９から第１板部６０の上面までの長さが設定される。
【００４１】
　アース部材２３は、第２底部７０と、一対の第２側壁部７１と、一対の第２側壁部７１
の上端に設けられた第１当接部７４と、一対の第２側壁部７１の上端に設けられた第２当
接部７５と、を備える。アース部材２３は、支持部材４０の内側に配置され支持部材４０
及び押さえ部材２２とともにレール部３２に一体に固定される。アース部材２３は、導電
性を有する材料により形成される。アース部材２３は、所定の形状の金属板を折り曲げ加
工することにより形成される。アース部材２３は、隣接して配置される軒側及び棟側の太
陽光モジュール１００のフレーム１２０に接触することで、隣り合うフレーム１２０を導
通する。
【００４２】
　第２底部７０は、第３孔部７２及び第１突起部７３を有する。第２底部７０は、矩形の
平板状に形成される。第２底部７０は、一対の支持部４３の対向方向の幅よりも狭い幅を
有する。
【００４３】
　第３孔部７２は、支持部材４０の第１孔部４１ａ及び押さえ部材２２の第２孔部６０ａ
と対向して配置される。第３孔部７２は、ボルト２４を挿通可能に形成される。
【００４４】
　第１突起部７３は、第２底部７０の裏面からアース部材２３の外側に突出して形成され
る。すなわち、第１突起部７３は、支持部材４０の第１底部４１にアース部材２３が配置
されたときに第１底部４１側に突出する突起部である。第１突起部７３は、例えば、プレ
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ス加工により第２底部７０の一部を破断させることで生じる突起である。
【００４５】
　第２側壁部７１は、第２底部７０に形成される。第２側壁部７１は、第２底部７０の上
面の外縁部に設けられる。第２側壁部７１は、第２底部７０の上面に直交する方向に延設
される。第２側壁部７１は、第１側壁部４２に沿って延設される。第２側壁部７１は、例
えば、第２底部７０を介して互いに対向する。第２側壁部７１は、固定装置１を屋根３０
０上に設置した状態の傾斜方向で軒側に第１当接部７４が設けられ、傾斜方向で棟側に第
２当接部７５が設けられる。
【００４６】
　第１当接部７４は、第１曲げ部７６ａと、第１先端部７７ａと、を備える。第１曲げ部
７６ａは、高さ方向の中央部が外方に曲折して構成される。第１曲げ部７６ａは、Ｖ字形
状に形成される。
【００４７】
　第１先端部７７ａは、フレーム１２０のメッキ層を貫通し、フレーム１２０の基材と接
触可能に形成される。第１先端部７７ａは、図５に示すように、側面視において第２側壁
部７１側からその先端に向かって幅が漸次小さくなる三角形状に構成される。第１先端部
７７ａの先端の角度は、例えば、９０度である。また、第１先端部７７ａは、太陽光モジ
ュール１００が設置されていないときにおいて、支持部材４０の支持部４３よりも高さ方
向に長く形成される。すなわち、第１先端部７７aは、太陽光モジュール１００が設置さ
れていないときに開口部４７から少し突出する。
【００４８】
　第１先端部７７ａが開口部４７から突出する位置は、軒側に設置された太陽光モジュー
ル１００のフレーム１２０の下面部１２３に当接可能な位置である。第１先端部７７ａは
、第１先端部７７ａ側へ延びる第１押さえ部６６の先端よりも棟側の位置において、開口
部４７から突出する。
【００４９】
　第２当接部７５は、第２曲げ部７６ｂと、第２先端部７７ｂと、を備える。第２曲げ部
７６ｂは、高さ方向の中央部が外方に曲折して構成される。第２曲げ部７６ｂは、Ｖ字形
状に形成される。
【００５０】
　第２先端部７７ｂは、フレーム１２０のメッキ層を貫通し、フレーム１２０の基材と接
触可能に形成される。第２先端部７７ｂは、図５に示すように、側面視において第２側壁
部７１側からその先端に向かって幅が漸次小さくなる三角形状に構成される。第２先端部
７７ｂの先端の角度は、例えば、１２０度である。また、第２先端部７７ｂは、太陽光モ
ジュール１００が設置されていないときにおいて、支持部材４０の支持部４３よりも高さ
方向に長く形成される。すなわち、第２先端部７７ｂは、太陽光モジュール１００が設置
されていないときに開口部４７から少し突出する。
【００５１】
　第２先端部７７ｂが開口部４７から突出する位置は、棟側に設置された太陽光モジュー
ル１００のフレーム１２０の下面部１２３に当接可能な位置である。第２先端部７７ｂは
、第２先端部７７ｂ側へ延びる第２押さえ部６７の先端よりも棟側の位置において、開口
部４７から突出する。
【００５２】
　ボルト２４は、ヘッド部８０とネジ部８１と、を有する。ヘッド部８０は、ボルト２４
の一端に形成される。ヘッド部８０の径方向の幅は、ラック部材１０のスリット３６を形
成する一対の規制部３５の対向方向の幅よりも大きく、且つ、一対の立設部３４の内面間
の幅よりも小さく形成される。ヘッド部８０は、一対の立設部３４の内面間に配置される
。ヘッド部８０は、規制部３５に当接することで上方向の移動が規制される。
【００５３】
　ネジ部８１の外径は、支持部材４０の第１孔部４１ａ、押さえ部材２２の第２孔部６０
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ａ、及び、アース部材２３の第３孔部７２の内径よりも小径に構成される。ネジ部８１の
外径は、ラック部材１０のスリット３６を形成する一対の規制部３５の対向方向の幅より
も小さく構成される。
【００５４】
　軒側固定装置２は、ラック部材１０と、軒側固定具９０と、を備える。軒側固定装置２
のラック部材１０は、固定装置１のラック部材１０とその構成が同じであるため説明を省
略する。
【００５５】
　軒側固定具９０は、軒側押さえ部材９１と、ボルト２４とを備える。軒側固定具９０は
、レール部３２上に、支持部材４０とともに固定される。軒側固定具９０は、太陽光モジ
ュール１００の一部を支持する。
【００５６】
　軒側押さえ部材９１は、軒側第１板部９２と、軒側第２板部９３と、軒側第３板部９４
と、を備える。軒側押さえ部材９１は、軒側第１板部９２、軒側第２板部９３及び軒側第
３板部９４が一体に成形される。軒側押さえ部材９１は、一対の第１側壁部の内面間の幅
よりも狭い幅を有する。軒側押さえ部材９１の一部は、支持部材４０の内側に配置される
。軒側押さえ部材９１は、支持部材４０とともにフレーム１２０の一部を支持可能に形成
される。また、軒側押さえ部材９１は、軒側に化粧板３を固定可能に形成される。
【００５７】
　軒側第１板部９２は、上記の第１板部６０と同様の構成であるため、その説明を省略す
る。軒側第２板部９３は、軒側第１板部９２に直交する方向で軒側第１板部９２の上面か
ら一体に延設される矩形板状の部材である。軒側第２板部９３の長手方向の長さは、第１
側壁部４２の高さ方向の長さよりも長く構成される。軒側第２板部９３は、一方の軒側第
１主面９５に化粧板３の下端側に設けられた凹部と係合する第１係合部９３ａを有する。
軒側第２板部９３の他方の棟側第２主面９６は、棟側に配置される太陽光モジュール１０
０のフレーム１２０の側面部１２２の外面と当接する。
【００５８】
　軒側第３板部９４は、軒側第２板部９３の上端に設けられる。軒側第３板部９４は、軒
側第２板部９３の両主面９５、９６と直交する方向に延びる板状の部材である。軒側第３
板部９４は、第２係合部９４ａ及び棟側押さえ部９４ｂを備える。
【００５９】
　第２係合部９４ａは、軒側第２板部９３の上端縁から軒側に突出し、その先端が下方に
曲折する。第２係合部９４ａは、化粧板３の上端側に形成された凹部と係合可能に構成さ
れる。棟側押さえ部９４ｂは、軒側第２板部９３の棟側第２主面９６の上端縁に設けられ
る。棟側押さえ部９４ｂは、棟側に配置されるフレーム１２０の上面部１２１の一部と対
向する下面を有する。
【００６０】
　次に、固定装置１を用いた、太陽光モジュール１００の屋根３００への設置方法につい
て説明する。なお、以下の説明では、ラック部材１０及び固定具２０は、ボルト２４で仮
止めされている状態の固定装置１及び軒側固定装置２が用いて説明する。
【００６１】
　図１に示すように、作業者は、複数の仮止めされた固定装置１及び複数の軒側固定装置
２を所定の位置に配置し、ベース部３１を固定部材３３により屋根３００上に固定する。
【００６２】
　作業者は、軒側固定装置２の軒側押さえ部材９１の軒側に化粧板３を係合し、ボルト２
４を締結することで、ラック部材１０と固定具２０を固定する。
【００６３】
　次に、作業者は、固定された軒側固定装置２の支持部材４０の支持部４３及び棟側押さ
え部９４ｂの間に太陽光モジュール１００のフレーム１２０を挿入する。
【００６４】
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　作業者は、太陽光モジュール１００のフレーム１２０の棟側の位置に固定装置１の支持
部材４０及び固定具２０を移動する。作業者は、フレーム１２０の側面部１２２を押さえ
部材２２の第２板部６１と当接させる。
【００６５】
　このとき、支持部４３から突出しているアース部材２３の第１当接部７４は、太陽光モ
ジュール１００の自重により押圧される。第１当接部７４は、太陽光モジュール１００に
より押圧されると、第１曲げ部７６ａが外方に曲折され、第１先端部７７ａを下方に移動
させる。
【００６６】
　次に、作業者は、固定装置１のボルト２４を締結する。作業者によりボルト２４が締結
されると同時に押さえ部材２２の第１押さえ部６６が下方に移動する。これにより、太陽
光モジュール１００は、支持部４３及び押さえ部６６との間で固定される。このとき、太
陽光モジュール１００の自重により押圧されているアース部材２３の第１先端部７７ａは
、フレーム１２０と当接する。このとき、第１先端部７７ａがフレーム１２０のメッキ層
を破り基材と当接することで、フレーム１２０の基材とアース部材２３が導通する。
【００６７】
　また、ボルト２４が締結されると、支持部材４０の第１底部４１に当接しているアース
部材２３の第１突起部７３が第１底部４１のメッキ層を破る。第１突起部７３が第１底部
４１の基材と当接することで、支持部材４０とアース部材２３とが導通する。
【００６８】
　次に、作業者は、固定装置１の押さえ部材２２を介して棟側に別の太陽光モジュール１
００を配置する。このとき作業者は、図８に示すように、太陽光モジュール１００を支持
部材４０の支持部４３に対して傾斜する向きで、フレーム１２０の軒側を押さえ部材２２
の第２板部６１に向かって移動させる。
【００６９】
　次に作業者は、図９に示すように、フレーム１２０を第２押さえ部６７及びアース部材
２３の第２先端部７７ｂの間に挿入する。その後、作業者は、太陽光モジュール１００を
支持部４３と平行、即ち、フレーム１２０の下面部１２３と当接する姿勢になるように動
かす。このとき、アース部材２３の第２当接部７５は、太陽光モジュール１００の自重に
より押圧される。第２当接部７５は、太陽光モジュール１００により押圧されると、第２
曲げ部７６ｂが外方に曲折され、第２先端部７７ｂを下方に移動させる。このとき、第２
先端部７７ｂがフレーム１２０のメッキ層を破り基材と当接することで、フレーム１２０
の基材とアース部材２３が導通する。
【００７０】
　次に、作業者は、太陽光モジュール１００の棟側に配置されている固定装置１の支持部
材４０及び固定具２０を移動させ、太陽光モジュール１００の棟側のフレーム１２０を上
記と同様の方法により固定する。このとき、アース部材２３は、太陽光モジュール１００
のフレーム１２０のメッキを破り基材と導通する。また、上記同様にアース部材２３は、
第１突起部７３を介して支持部材４０と導通する。
【００７１】
　なお、作業者は、屋根３００上の傾斜方向に並べられる３枚目以降の太陽光モジュール
１００についても同様の工程を繰り返すことにより太陽光モジュール１００を固定する。
【００７２】
　次に作業者は、最も棟側に位置する固定装置１にアース線４００を取り付け、傾斜方向
に並べられている複数の太陽光モジュール１００をまとめてアースする。また、傾斜方向
と直交する方向に複数の太陽光モジュール１００が配置されている場合には、傾斜方向と
直交方向に隣接して配置されている固定装置１をアース線４００により繋ぐことで、屋根
３００上に配置された全ての太陽光モジュール１００を導通し、まとめてアースをとるこ
とができる。
【００７３】
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　以上により、固定装置１を用いた、太陽光モジュール１００の屋根３００への設置を終
了する。
【００７４】
　このとき、ボルト２４は、ヘッド部８０がスリット３６の内側であって、ネジ部８１が
スリット３６から突出する姿勢で配置される。ヘッド部８０の上方向の移動は、規制部３
５により規制される。この状態で、ボルト２４が押さえ部材２２の第１板部６０側からナ
ットにより締結されることで、固定具２０は、ラック部材１０に固定される。
【００７５】
　このような固定装置１は、容易にアースをとることができる。すなわち、傾斜方向に隣
接する太陽光モジュール１００を固定する工程のみで、隣接する太陽光モジュール１００
を導通することができる、アース部材２３及び固定装置１を提供することができる。
【００７６】
　このような固定装置１は、別途部材を用いて隣接する太陽光モジュール１００を導通さ
せる作業をすることなく、隣接する２枚の太陽光モジュール１００の間の導通することが
可能である。このため、固定装置１は、施工性が良好である。
【００７７】
　また、アース部材２３は、支持部材４０及び押さえ部材２２と一体にボルト２４により
、ラック部材１０に固定されている。このため、固定装置１からアース部材２３のみが外
れることや、施工時にアース部材２３がずれるおそれがない。
【００７８】
　また、アース部材２３は、本実施形態においては、ラック部材１０に仮止めされている
。このため、作業者は、太陽光モジュール１００を固定する作業を行うのみで、隣接する
太陽光モジュール１００を導通することができる。このため、太陽光モジュール１００同
士を導通させるための追加の作業が必要ない。
【００７９】
　また、アース部材２３は、第１当接部７４及び第２当接部７５にそれぞれ第１曲げ部７
６ａ及び第２曲げ部７６ｂを備えている。このため、アース部材２３は、太陽光モジュー
ル１００の自重により第１先端部７７ａ及び第２先端部７７ｂが押圧されると、第１曲げ
部７６ａ及び第２曲げ部７６ｂの反発力が働き、太陽光モジュール１００のフレーム１２
０に施されているメッキを容易に破ることができる。
【００８０】
　また、第１当接部７４及び第２当接部７５は、太陽光モジュール１００により第１先端
部７７ａ及び第２先端部７７ｂが押圧された場合に、第１曲げ部７６ａ及び第２曲げ部７
６ｂが変形する。このため太陽光モジュール１００を一度設置した後、太陽光モジュール
１００を交換するときにおいても、第１先端部７７ａ及び第２先端部７７ｂの形状が変形
することがない。
【００８１】
　また、アース部材２３は、第１突起部７３を有している。このため、太陽光モジュール
１００を固定する一度の作業で、隣接する太陽光モジュール１００の間の導通だけでなく
、アース部材２３と支持部材４０との導通も取ることができる。このため、固定装置１は
、施工性が良い。
【００８２】
　また、アース部材２３の第２当接部７５は、第２押さえ部６７の先端よりも棟側の位置
で、支持部材４０の支持部４３から第２先端部７７ｂが突出する。これにより、第２押さ
え部６７の先端から第２先端部７７ｂまでの距離が、太陽光モジュール１００の厚み方向
の距離よりも長くなるため、太陽光モジュール１００の設置するときに第２先端部７７ｂ
が干渉することがない。このため、第２先端部７７ｂが太陽光モジュール１００に当たり
変形することがない。
【００８３】
　また、第２当接部７５の第２先端部７７ｂの角度は鈍角に構成されている。このため、
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第２当接部７５は、太陽光モジュール１００の挿入時に第２先端部７７ｂに太陽光モジュ
ール１００が接触した場合でも、第２先端部７７ｂの傾斜面に当たった力を第２曲げ部７
６ｂの方向の力に変換することにより、第２先端部７７ｂが変形することを防ぐことがで
きる。このため、第２先端部７７ｂが棟側の太陽光モジュール１００の設置を妨げること
がない。
【００８４】
　また、支持部材４０の第１側壁部４２に孔部４２ａ及び第１側壁部４２の外面にガイド
溝４６が形成されている。孔部４２ａ及びガイド溝４６を備えることで、アース線４００
を固定する金具の取り付け、及び、アース線４００の設置が容易になる。
【００８５】
　なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではない。例えば、上述した例では、太
陽光モジュール１００を固定するための固定装置として説明しているが、同様の構成で設
置されるものであれば、本発明の固定装置を取り付けることが可能である。
【００８６】
　また、アース部材の曲げ部は、Ｖ字形状に折り曲げた構成を示しているが、本実施形態
に限定されるものではない。例えば、曲げ部は、側面視において、半円形状や、Ｓ字形状
をすることも可能である。
【００８７】
　また、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。ま
た、各実施形態は適宜組み合わせて実施してもよく、その場合組み合わせた効果が得られ
る。更に、上記実施形態には種々の発明が含まれており、開示される複数の構成要件から
選択された組み合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全
構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、課題が解決でき、効果が得られる場合
には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明と同等の記載を付記する。
［１］　長手方向の長さが、太陽光モジュールの並び方向の長さよりも短く、前記並び方
向において隣接する他の固定装置と離間して配置されるラック部材と、
　前記ラック部材に当接する第１底部、前記第１底部と対向する一対の支持部、並びに、
前記第１底部及び前記一対の支持部の間を連続する一対の第１側壁部を備える支持部材と
、
　前記第１底部に当接する第２底部、並びに、前記第２底部と直交し、隣接する太陽光モ
ジュールのそれぞれと当接し、前記開口部から突出する先端部、及び、外方へ曲折する折
り曲げ部を中央部に有する第２側壁部を備えるアース部材と、
　前記第２底部に当接する第１板部、前記第１板部と直交し、隣接する太陽光モジュール
の間に延びる第２板部、及び、前記第２板部と直交し、隣接する前記太陽光モジュールの
一部を覆う第３板部を備える押さえ部材と、
　前記支持部材、前記アース部材及び前記押さえ部材を前記ラック部材に一体に固定する
前記ラック部材に直交するボルトと、
を備える固定装置。
［２］　前記第２側壁部は、前記第２底部を介して互いに対向することを特徴とする［１
］に記載の固定装置。
［３］　前記アース部材の棟側に形成される先端部の先端角度は、鈍角に形成されること
を特徴とする［１］に記載の固定装置。
［４］　前記アース部材には、前記第１底部に突設する突起部を備えていることを特徴と
する［１］に記載の固定装置。
［５］　前記ラック部材は、前記ボルトのヘッド部と当接し、前記ヘッド部の上方向の移
動を規制する規制部を備えることを特徴とする［１］に記載の固定装置。
［６］　前記規制部には、前記ボルトの前記規制部と平行の移動を規制する止め部が設け
られていることを特徴とする［５］に記載の固定装置。
 



(12) JP 6904708 B2 2021.7.21

10

【符号の説明】
【００８８】
１…固定装置、２…軒側固定装置、３…化粧板、１０…ラック部材、１１…ドレイン本体
、１２…ドレインカバー、２０…固定具、２１…支持部材、２２…押さえ部材、２３…ア
ース部材、２４…ボルト、３０…レール部材、３１…ベース部、３２…レール部、３３…
固定部材、３４…立設部、３５…規制部、３６…スリット、３７…止め部、４０…支持部
材、４１…第１底部、４１ａ…第１孔部、４２…第１側壁部、４２ａ…孔部、４３…支持
部、４３ａ…上面、４４…ガイド部、４６…ガイド溝、４７…開口部、６０…第１板部、
６０ａ…第２孔部、６１…第２板部、６２…第３板部、６３…孔部、６４…第１主面、６
５…第２主面、６６…第１押さえ部、６７…第２押さえ部、６８…下面、６９…下面、７
０…第２底部、７１…第２側壁部、７２…第３孔部、７３…第１突起部、７４…第１当接
部、７５…第２当接部、７６ａ…第１曲げ部、７６ｂ…第２曲げ部、７７ａ…第１先端部
、７７ｂ…第２先端部、８０…ヘッド部、８１…ネジ部、９０…軒側固定具、９１…軒側
押さえ部材、９２…軒側第１板部、９３…軒側第２板部、９３ａ…第１係合部、９４…軒
側第３板部、９４ａ…第２係合部、９４ｂ…棟側押さえ部、９５…軒側第１主面、９６…
棟側第２主面、１００…太陽光モジュール、１１０…太陽光パネル、１１１…セル、１２
０…フレーム、１２１…上面部、１２２…側面部、１２３…下面部、２００…太陽光発電
システム、３００…屋根、４００…アース線。

【図１】 【図２】
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